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▔国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
で
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
（
約
１
１
８
万
円
）
以
下
で

あ
れ
ば
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
学
生
納
付
特

例
期
間
中
の
傷
病
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
学
生

納
付
特
例
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
承

　
認
を
受
け
た
月
以
降
、
10
年
以
内
で
あ

　
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

　
で
き
ま
す
。

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
等
に
在
学
す
る
学
生

※
こ
れ
以
外
の
教
育
施
設
で
も
対
象
校
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き　
市
民
課
へ
学
生
証
（
写
）
ま
た

は
在
学
証
明
書
・
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
50
歳
未
満
の
学
生
で
な
い
方
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
、
本
人
及
び
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、

納
付
猶
予
制
度
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
先　
市
民
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
１

学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形

式
）
を
送
付

　
平
成
29
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
方
で
、
平
成
30
年
４
月
以
降
も

引
き
続
き
在
学
予
定
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
把
握
で
き
た
方
に
対
し
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
4
月
頃
に
基
礎
年
金
番
号

等
の
事
項
を
印
字
し
た
学
生
納
付
特
例
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
在
学
中
の
場
合
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
4
月
〜
平
成
31

年
３
月
）
に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
堺
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　
☎
（
243
）
７
９
０
０

▔国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
昭
和
18
年
４

月
２
日
〜
６
月
30
日
生
ま
れ
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

る
場
合
、
申
請
が
必
要
で
す
。
受
診
を
希

望
す
る
方
は
、
お
早
め
に
健
幸
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
75
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
誕
生
日
か
ら

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
受
診
可

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

申
請
に
よ
る�

�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入

　
65
歳
〜
74
歳
の
方
で
、
申
請
に
よ
り
大

阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
た
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

▼
一
定
の
障
が
い
の
程
度
と
は
…
国
民
年

金
法
等
に
お
け
る
障
害
年
金
１
・
２
級
、

身
体
障
害
手
帳
１
・
２
・
３
級
及
び
４
級

の
一
部
（
音
声
機
能
・
言
語
機
能
の
障
が

い
ま
た
は
下
肢
障
が
い
１
・
３
・
４
号
）
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
の
方

　
な
お
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
〜
74
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、

認
定
後
も
75
歳
に
な
る
ま
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
障
が
い
認
定
の
申
請
を

将
来
に
向
か
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
撤
回
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
（
撤
回
届
の
提
出
に
よ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
や
障
害
年
金
受
給
資
格
等

が
無
効
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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▔各
　
種

固
定
資
産
の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
土
地

及
び
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、

自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
と

市
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
を
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
土
地
の
納
税
者
等
、
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
は
家
屋
の
納
税
者
等

必
要
な
も
の　
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
等

　
な
お
、
家
屋
新
増
築
ま
た
は
地
目
変
換

等
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
評
価
額
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
3
か
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
審
査
の
申
し
出

が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

有
料
普
通
ご
み
処
理
券
・
粗
大
ご
み

処
理
券
取
扱
所
の
解
除

　
次
の
事
業
所
が
有
料
普
通
ご
み
処
理
券

取
扱
所
か
ら
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

■
ホ
テ
ル
ス
テ
ー
ジ［
加
茂
１
‐
19
‐
20
］

問
合
先　

 

生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

平
成
30
年
度
分
の�

�
無
料
普
通
ご
み
処
理
券
を
配
付

　
３
月
中
旬
以
降
に
本
市
に
住
民
登
録
の

あ
る
方
へ
、
平
成
30
年
度
分
の
無
料
普
通

ご
み
処
理
券
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
本

市
に
住
民
票
を
移
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、

無
料
普
通
ご
み
処
理
券
は
郵
送
さ
れ
な
い

の
で
、
印
鑑
と
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
書
類
（
住
居
の
賃
貸
借
契
約
書
や
公

共
料
金
の
領
収
書
な
ど
、
氏
名
と
住
所
が

確
認
で
き
る
も
の
）
を
持
っ
て
、
生
活
環

境
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
平
成
30
年
度
分
の
シ
ー
ル
（
青
色
）
は
、

4
月
1
日
以
降
の
収
集
日
に
出
す
ご
み
に

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
29
年
度

の
無
料
普
通
ご
み
処
理
券
（
緑
色
）
を
使

い
切
ら
ず
に
残
さ
れ
た
場
合
は
、
日
用
品

８ 月 ９ 月７ 月５ 月 ６ 月４ 月住　所

（金）13（月）
（水）２

16 （金）
（月）２ （火）１ （金）１ （土） （月） （金）

（木）17 （木）14 （木）12 （木）16 （木）13

（水）11 （火）15 （火）12

11

（火）10 （木） （火）11

（水）４ （月） （月）４ （火）３ （水）１ （月）３

（月）６ （木）６

７

（土）２ （月）２ （火） （土）１
18 （金）15 （金）17 （金）14

３
17 （土）14
（火）
（火） （月）21

７

（月）18 （土）18 （土）15

６ （木）５

６

７

（金） （水）９ （水）６ （金）３ （水）５

（金）27
（金）
（土）
13
28 （木）31 （金）29 （木）30 （土）29

（火）17（水）18 （火）22 （火）19 （月）20 （火）18

８ （土）
（月）23

（月）
（火）24

（金）
（土）26

（金）
（月）25

（火）
（金）24

27

（金）
（火）

 307/

 317/

 318/ 306/

25

（水）25（木）26 （火）29 （水）27 （火）28 （木）27

（水）18（木）19 （水）23
（水）４ （木）２

７

（火）４８ ５（木）５ （火） （火）
（水）20 （火）21 （水）19

（木）19（金）20 （木）24 （木）21 （水）22 （木）20

（金）
（金）20

（土）
（月）
７

９

23
（木）
（金）
10

11

25
（木）
（金）
７
22 （木）23 （金）21

12
27

（水）
（木）
11
26

（木）
（金）

（水）
（水）
16
30

（水）
（木）
13
28

（金）
（水）29
10 （水）

（金）
12
28

（月）
（火）24

（火）
（水）
10
25

（月）
（月）
14
28

（月）
（火）26

（水）
（月）
８

９

９ （月）
（水）
10
26

問合先 
生活環境課
☎（275）6266

上 半 期

くみ取り日程

平成30年度

悪天候の場合
は、日程を変更
することがあ
ります。
くみ取り日は、
作業がしやす
いように通路
の確保等にご
協力をお願い
します。
世帯人数、便
槽に変更があ
った場合は、ご
連絡ください。

※

※

※

千代田 1丁目～6丁目、 綾　園 7丁目
東羽衣 4丁目（1～7）

高師浜 1丁目～4丁目、 羽　衣 1・3丁目、 東羽衣 1・2丁目
東羽衣 3丁目（13・14・16）・5丁目（8・20・26）

取　石 4丁目～7丁目

東羽衣 3丁目（1～12・18）・4丁目（12）・5丁目（1～7・9～19
　　　  21～25・27・28）・6丁目・7丁目
加　茂 1丁目（5・8～10・12・13・16・17・19）

取　石 1丁目・2丁目（6～11・13・15・18・19・23・26～28
　　　  ・30・33・34・38・39・46・47）

取　石 2丁目（31・41・43・45・48）・3丁目

加　茂 1丁目（11・14・15）
綾　園 1丁目・2丁目（1）・3丁目・4丁目・6丁目（6・16・18・20）

綾　園 2丁目（2～8）・6丁目（1・7～11・13・22・23）、
加　茂 2丁目（6・7・23・30）・3丁目（1・6）

綾　園 2丁目（9～23）・6丁目（4・5・12・14・15・19・21）

取　石 2丁目（37）
加　茂 2丁目（1・14・17・24・26）・3丁目（8・10）・4丁目（11）
西取石 1丁目（1・2・４・10～15・18）・3丁目（1・5・11・18・19）

取　石 2丁目（4・5・12・14・16・17・25）、
西取石 1丁目（9・16・17・19・22）・3丁目（9・14・15）
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と
の
交
換
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
残
っ

た
シ
ー
ル
は
捨
て
ず
に
必
ず
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
今
後
の
広

報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
普
通
（
可
燃
）
ご
み
以
外
に
は
、
シ
ー

ル
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

自
動
車
安
全
運
転
者
講
習
会

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
4
月
6
日

〜
15
日
）
を
前
に
、
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　

3
月
23
日
・
羽
衣
公
民
館
、

29
日
・
中
央
公
民
館
、
30
日
・
デ
ー
ジ
ー

ド
ー
ム
、
4
月
4
日
・
と
ろ
し
プ
ラ
ザ

時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
8
時
（
受

付
：
午
後
6
時
30
分
か
ら
）

申
込
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
合
先　
土
木
公
園
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
７
８

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ

　
す
べ
て
の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用
率

以
上
の
割
合
で
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
4
月
1
日
か
ら
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
と
な
り
、

民
間
企
業
で
は
2.2
％
（+

0.2
％
）
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大

津
☎
０
７
２
５（
３
２
）５
１
８
１
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

学校の友人から、「海外サイトの代理店となり、自分が紹介した人がそ
のサイト経由で買い物をすると紹介マージンが入る」というビジネス
の勧誘を受けた。友人は20万円ほど報酬を得ているらしい。世界規模で
展開している企業と言われ、友人を信用して契約し、約30万円をクレ
ジットカードで支払ったが、その後「日本での展開が怪しくなってき
た」と言われ不安になった。クーリング・オフしたいが、サイト上の規
約には「3日を越えると無条件解約できない」とある。（学生　男性）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r日本の法律は関係ない?

海外マルチ事業者とのトラブル

休館日 土・日曜日、祝日

友人や SNS を通じて勧誘され、海外のマルチ事業者とトラブルになったという相談が寄
せられています。海外事業者の中には「日本の法律は関係ない」と主張し、解約等に応

じないケースがみられますが、日本で海外事業者と契約した消費者はクーリング・オフ等を主
張出来る場合があります。友人からの誘いであっても、簡単にもうかるなどの説明をうのみに
せず、契約前には、契約内容やリスク等をよく確認しましょう。理解できない場合は、安易に
契約しないことが大切です。不安に思ったときは、早めに消費生活センターにご相談ください。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「子どもサポート情報第118号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

予防注射費用　3,250円

午前10：30～12：00
午後  1：30～  3：00
午前10：30～12：00
午後  1：30～  3：00
午前10：30～12：00
午後  1：30～  3：00

飼犬登録料　3,000円

時間日程 場所

   　　

（注射料2700円、  注射済票550円）

東羽衣公民館
デージードーム

４
17
火

とろしプラザ４
18
水

４
19

羽衣ポンプ場 ）浜寺公園
南入口（

木

市役所（別館入口）
市役所（別館入口）

狂犬病の予防注射   飼犬登録

　飼犬は生後３か月を過ぎると、飼犬登録と年
１回の狂犬病の予防注射が必要です。
　狂犬病の予防注射は、お近くの動物病院か市
が実施する集合注射で受けることができます。
　集合注射については、次のとおりです。集合注
射に来られる場合は、飼犬登録されている方に
送る通知に同封の問診票に必要事項を記入し必
ず持参してください。
　また、各会場で飼犬登録を受け付けています。
飼犬登録がまだの場合は、登録をしてください。
　なお、雨天の場合、中止することがあります。

問合先　生活環境課 ☎（275）6266
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た
か
い
し
合
同
企
業
説
明
会
の�

�
参
加
企
業
を
募
集

　
人
材
確
保
や
若
年
求
職
者
の
雇
用
創
出

を
図
る
た
め
、
２
０
１
９
年
に
大
学
を
卒

業
予
定
の
方
や
概
ね
34
歳
ま
で
の
求
職
者

を
対
象
に
開
催
す
る
企
業
説
明
会
の
参
加

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
5
月
29
日
（
火
）
午
後
１
時
20
分

〜
4
時

場
所　
ア
プ
ラ
た
か
い
し（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

募
集　
15
社
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

■
参
加
企
業
向
け
事
前
セ
ミ
ナ
ー

　
自
社
の
魅
力
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
専
門
家
に
よ
る
採
用
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
5
月
10
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

場
所　
高
石
商
工
会
議
所
（
3
階
）

受
講
料　
無
料

講
師　
今
恒
男
さ
ん
（（
株
）パ
ー
ソ
ナ
ル

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
研
究
所
）

申
込
・
問
合
先　
い
ず
れ
も
3
月
30
日
ま

で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、高

石
商
工
会
議
所
☎（
264
）１
８
８
８
へ
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。［http://w

w
w

.takaishicci.or.jp

］

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
過

し
ま
す
。
大
津
波
の
発
生
に
よ
り
東

北
地
方
と
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

に
、
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
す
未

曽
有
の
大
災
害
と
な
り
、
さ
ら
に
、

地
震
と
津
波
に
伴
い
発
生
し
た
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、

周
辺
住
民
の
避
難
指
示
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
今
な
お
多
く
の
人
々
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
避
難
生
活
の
長

期
化
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や
、
被
災
地

か
ら
の
避
難
者
に
対
す
る
い
じ
め
等

の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
11
日
に
は
、
文
部
科
学

大
臣
が
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
児
童
生
徒
又
は
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
避
難
し
て
い
る
児
童

生
徒
へ
の
い
じ
め
の
防
止
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
児

童
生
徒
、
保
護
者
や
地
域
住
民
、
教

育
委
員
会
等
の
職
員
や
学
校
の
教
職

員
に
向
け
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
は
、
「
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
児
童
生
徒
ま
た
は
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
り
避
難
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
方
へ
の
い
じ
め
が
起

き
て
い
ま
す
。
震
災
や
避
難
生
活
に

よ
り
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方

を
、
さ
ら
に
傷
つ
け
る
行
為
は
、
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
「
い

じ
め
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
思
い
や
り
を
も
っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
震
災
を

経
験
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
な

れ
な
い
環
境
の
中
で
生
活
を
送
る
友

達
の
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
方
に
よ

り
そ
い
、
一
緒
に
支
え
合
い
な
が
ら

学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
に
つ
い
て
科

学
的
に
理
解
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
皆
さ
ん
が
、

こ
う
し
た
友
達
へ
の
い
じ
め
を
す
る

側
に
も
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
側

に
も
な
ら
ず
、
い
じ
め
を
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま

す
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
へ
は
、
「
子
ど
も
た
ち
は
、
親

や
地
域
の
大
人
の
言
動
を
見
て
い
ま

す
。
被
災
児
童
生
徒
へ
の
い
じ
め
の

背
景
の
一
つ
に
は
、
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
の
誤
解
や
、
被
災
地
の
状

況
や
放
射
線
に
関
す
る
理
解
不
足
か

ら
く
る
、
大
人
の
配
慮
に
欠
け
る
言

動
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
」
と

記
し
、
ま
ず
は
大
人
で
あ
る
私
た
ち

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
思
い
を
理

解
す
る
こ
と
や
、
放
射
線
に
つ
い
て

科
学
的
に
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
育
委
員
会
等
の
職
員

や
学
校
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
へ
は
、

「
現
在
で
も
、
多
く
の
被
災
児
童
生

徒
が
、
震
災
に
よ
る
心
身
へ
の
多
大

な
影
響
や
、
慣
れ
な
い
環
境
へ
の
不

安
感
等
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
各
学
校
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
が
放
射
線
に
関
す
る
科
学
的
な

知
識
を
身
に
付
け
、
被
災
地
の
状
況

に
係
る
情
報
を
正
し
く
理
解
で
き
る

よ
う
、
取
組
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
改
め
て
、
心
の
ケ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
被
災
児
童
生
徒
に
対
す

る
格
別
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、

周
囲
の
児
童
生
徒
が
被
災
児
童
生
徒

に
対
し
て
温
か
く
接
す
る
よ
う
、
日

常
的
な
指
導
の
徹
底
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
に
お
い
て
も
、
東
日
本
大

震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
を
、
主

な
人
権
課
題
の
一
つ
に
掲
げ
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
、
科
学
的
な
知
識
を

身
に
着
け
、
状
況
や
情
報
を
正
し
く

理
解
す
る
と
と
も
に
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
思
い
や
る
心
を
持
っ
た
行

動
が
大
切
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

東日本大震災に起因する
いじめの防止について


